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単位制高校に関する調査研究
田原恭蔵
(1) 爵査研究の目的と方法
同今日の高校の状況
わが国の高校進学率が90%を超えたのは1974年であるが，この頃から生徒の能力・適性，興
味・関心や進路の多様化に対応した現実的な高校教育のあり方が問われるようになった。それ
らへの対応は， 78年に学習指導要領で認知された習熟震宕iJ学級編成のような教育方法上の措量
から始まったが，今日では，特色島る学科・コースの編成，単位制高校の設立，総合学科の開
設，さらには専修学校まで、含めた学校関連携など教育課程や学校制度上の措置にまで及んでい
る。この間「臨時教育審議会答申(第1次， 85年)J i中等教育の推進に関する謂査研究協力会
議報告 (86年)J i教育課程審議会答申告7年)J i中央教育審議会答申 (91年)J i高校教育改革
推進会議(第4次， 93年)Jとめまぐるしいばかりに審議と報告が行われ，それを受けて f高等
学校学習指導要領の改訂 (89年)Jを初めとする高校教育改革に関わる種々の弾力的措置が講
じられてきた。これらの措聾によって出現した特色ある高校誌， f新しいタイプの高校jと呼ば
れているが，文部省はそれらの特色点を「特定分野の教青，科目選択の拡大，学科需の連携，
コース制の導入，単位制による教育jの6種に分類している九注目すべきは，それらの特色点
を幾つも併有する学校が出現していることである。教育課程や学校制変上の諸改革は，それと
平行して進められている高校入試制度の多様化政策とあいまって，今自の高校教青を変革する
大きなうねりとなっている。
(b) 調査研究の芭的
本調査研究は，こうした高校教育変革のうち先駆的役割を果たしつつある単位制高校につい
て，教育課程を中心とする現状と課題を調査し，その教育課程上の特徴と，今後の高校変革に
およぼし得る要因を明らかにすることをめざすものである。
(c) 講査研究の方法
調査研究は，学校訪関と費関紙の 2方法に分けて実施することとした。前者については，大
薮府立桃谷高校，東京都立新宿山吹高校および私立入州(やしま〉学富高校〈堺市)および北
海道立有期高校を訪問し，単位制高校の現状について種々の知見を得たが，それらの研究成果
については，本報告には多くは含まれていない。一方質問紙法については，各校から取り寄せ
た学校要覧や訪問調査で、得た知見に基づいて若干の調査項自を設定し，後掲資料のよろなアン
ケート (B4版2枚〉を作成して全冨の単位制高校に郵送で抜頼した。 94年6月末までにアン
ケートを回収し，その分析に基づいて本報告を作成した。
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(2) 調査対象校の概略
(a) 謡査の依頼と田坂
アンケ トは93年度までに開校したすべての単柱制高校に依頼することとし，組に私立 2校
を加えた。幸いにも各校の協力を得て全回答を由収L，悉皆調査を果たすことができた。
表 1 調査対象校
(a) アンケ ト依頼39，由収39
〈都道府県立・高校〉 〔都道府県立・高校〉 (都道府県立・高校)
北海道・宥 現 静陪・静問中央 高取・米子東
青森.~と 斗 愛知・刈谷東 1 -鳥取西
" -八戸中央 長野・松本筑摩 高知・高知北
岩手・社 設 富山・雄 蜂 住賀・住賀北
秋田・秋田東 1 -志貴野 長靖・生世保中央
宮域・貞 山 石川1.金沢中央 熊本.1勇心館
福 畠・いわき光洋 福井・道 守 雪埼・宮崎東
1 -安着第一 議賀・大津清陵 沖縄・ f色
表域・水戸需 大阪府・桃 谷 /1 -北部農林
群馬・前構清陵 大阪市・中 央 " -宮 古
埼玉・大宮中央 和歌山・青 陵 1/ -八重山商工
東京・新宿山吹 1 -紀の)[ I 怠立・八丹、!学冨
山梨・中 夫 1 -商 ま己 1/ -吉錆高原学園
(b) 課程
・定時制課程(昼間，夜間， 3部， 4部〉設置技 34 
・通告制課程設董技(通信制課程のみ5校を含む) 10 
・全日制課程設置校 l 
(c) 学科
-普通科を置く学校 35 
・普通科以外の学科だけを置く学校 4 
・普通科以外の学科も置く学校 11 
(d) 生徒数
.2000人以上 2 
・ 1000~1999 2 
・ 500~999 7 
. 1∞~499 
・99以下
26 
1 (N A 1) 
(b) 調査校の課程
定時制課程の中には，昼間，夜間のほか 3部制(静岡中央高校〉や4部制(新宿山吹高校を
とる学校が島った。
また通信制課程のみの学校は 8校だけで，植は定通併移校である。唯一の全日制高校は， 93 
年度開校のいわき光洋高校で，わが国最初の単位制による全日制高校である。
?
? ?
科学科
学科については普通科が中心で，それ以外の学科だけを置く高校は4校しかない〈商業2， 
農業 L 情報・芙語。。普通科と併設されている学科は，情報処理系 7，商業系5，衛生看護
系 3，農業2，他4となっている。
(d) 生徒数
生徒規模はさまざまであるが，小規模校の中には開校して関もない学校が含まれている。
1000人を超える大規模校としては，桃谷 (2121人入大宮中央 (2010人入静岡中央 (1900人〉
新宿山吹(1218人〉の諸高校がある。
(3) 教科課程に関する諸問題
(a) 地理・歴史科，公民科と理科の開設状況
前述のように，単位制高校といっても，課程，学科の設置状況や生徒規模など学校関の差が
著しいため，その教科課程も各校さまざまであり，全教科・科目にわたる調査は困難である。
そこで試みに地理・歴史科〈以下地整と略称入公民科および理科の 3教科のみの調査に限定
して，各教科内の科目の設置状況を比較し，屡移計画の全般的な傾向を探ることとした。なお
この 3教科について，学習指導要領が定める必務科目は次のとおりである。
(地塵科) (理科〉
「世界史AJi世界史BJのうち 1科自 「総合理科J
iB本史AJiヨ本そBJi地理AJ 「物理 1AJ i物理 1BJ の5区分から 2
f地理BJのうち 1科目 「科学 1AJ i科学 1BJ 豆分にわたって
(公民科〉 「生物 1AJ i生物 1BJ 2科巨
f現代社会」又はー論理Ji政治・経済J f地学 1AJ i地学 1BJ 
のいずれか
上記3教科に関する科自の開設状況について， 39校から寄せられた回答のまとめは「表2-
AJのとおりであるが，単位制高校としての静徴を把握するには，単位制高校以外わ高校(以
下一般高校と呼ぶ)の科目開設状況との比較を要する。そのため全日制課程の大板飛立高校20
校を選びm，学校要覧に示された94年度入学生のための教科課程から地歴，公民，理科の3教科
について調査し，その結果を整理したものが「表2-BJである。
f表2-AJと「表2-BJを比較考察するにあたって，次の事項に留意しておきたい。
①「表 2-BJむ府立高校は多様な性格の全日制普通科高校18校と工業高校2校の計20校を選
んでおり，大阪府の一般的な高校の履務計画の額向をある程度まで反映したものと晃てよいが
これがそのまま全国の高校の履修計罷の傾向につながるかどうかは，明言できないこと。
②「表2-BJの府立高校では 一つの科目が学内のあるコ スに対しては必修として置かれ
也のコ スに対しては自串選択として重かれたりしているため， 1科目が f必修し自由選択
じという黒にダブ、ルカウントされている場合があるが， r表 2-AJの単位制高校では，必
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〈地歴科〉
表 2-A 単位制高校の 3教科の開設状況〈校〕
(公畏科)
~ 世界史 日本史 地理 合計A:B A:B A B 開¥設¥¥¥¥科¥目 現社
必修・選択必修 24 : 20 17 : 19 14 : 14 108 必修・選択必移 30 
自 由 選 択 3: 7 8 : 11 10 : 12 51 皇 由 選 択 5 
関 設 な し 10 : 12 12: 9 13 : 10 66 開 設 な し 4 
く理科〉
戸f?総 物理 fと学 生物 地学理 1 A:1 B:Il 1 A:1 B:Il 1 A:1 B:Il 1 A:1 B:Il 
必修・選択必修 g 14 : 15: 1 19 : 18: 2 20 : 17: 1 ヨ:14: 1 
自 出 選 沢 9' 8 7 5 I 8 I 7 7' 9 I 8 7' 4 I 3 
開 設 な し 18 15 : 15 : 29 13 : 13 : 28 11 : 12 : 28 21 ' 20 I 33 
〈地摩科〉
表2-8 ー穀高校(大阪府〕の 3教科の開設状況〔校〉
〈公民科)
正 子 世界史 日本史 地理 合計A:B A'B A:B ギ1自 現社
必修・選択必修 9 : 17 10 : 16 11:11 74 必移・選択必移 16 
岳 由 選 択 1: 3 1 I 4 2: 5 16 吉 自 選 択
倫
理
17 
9 
12 
ぷ口》、
言十
140 
83 
256 
錆
理
4 
4 
開 設 な し 10: 3 9' 3 7 I 7 39 開 設 な し 4 I 12
(理科〉
よf?総 物理 化学 生物 地学 iロh 理 1 A:1 B:Il 1 A:1 B:Il 1 A:1 B:立 1 A:1 B:Il 言十
必修・選択必移 6 20: 8 1 I 20 : 13 2 : 18: 9 5 : 13: 4 120 
自 虫 選 沢 。む 4' 4 0: 0: 6 o I 3 I 5 。4I 2 28 
開 設 な し 19 14: 0: 9 19: 2: 3 18: 2: 7 15: 3: 16 127 
政 メ口与、
経 計
18 65 
10 24 
10 26 
政 メロλ 
経 計
6 I 26
5 I 10
10 26 
修，選択必修，自由選択のいずれかーっとしてしか数えられていないこと，および科目によっ
ては若干の無回答校があったこと。
(b) 必修科目と選択科目の割合
さて 3教科における aI必修・選択必務」科目と， b I自由選択J科目の割合は，単柱制高校と
一般高校とで違いがあるだろうか。これを比べるため再校り教科ごとの abの割合を b/aで
表してみると，「表3-AJのまBくである。この表から知られるように，公民科については両校
とも差異がないが，地産科と特に理科については，数置に大きな開きがあり，この開きは&
「必修・選択必修j 科目に対する b I自由選択」科目の割合で，単金制高校の方が勝っている
ことを示している。
(c) 開設科自障の偏り
次いで単位数の大小により科目震修の上で，違いがあるかどうかをみよう。 f世界史AJI世
界史BJのように地産科と理科とに設けられているABの付く科目は，それぞれ2単位， 4単
位と定められているが， ABのどちらをより多く履修させようとしているかを， I表 2-ABJ 
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表3-A
表3-8
の「必修・選択必修J科目で比較してみると，単位制高校ではABが比較的同じ程度に開設さ
れているのに対して，一般高校ではBのほうがAより一段と多く開設されており，とりわけ理
科の諸科目のABの開設差が著しい。これは大学入試に備えて 4単位のいわゆる IB科目」の
方を履修させようとしている全日制普通科高校の意図を反映したものであろう。
さらに「科目開設をしていなし、」事例を検討するため， I表2-ABJから「開設なしJと答
えた学校数の合計を取り出してみると， I表3-BJのようになる。今回の調査において単位制
高校が一般高校の約2倍の校数であったことから判断して，理科の不開設に関する点で差異は
ないが，地歴と公民科については，一般高校の方に不開設の多いことが読み取られる。また
「物理nJや「化学nJのような専門性の深まったし、わゆる In科目」の開設の点では，同じ
理科内の他の科目と比べても，また一般高校の In科目Jと比べても，単位制高校の不開設が
著しく目立つ。入試準備に配慮しなければならない普通科高校が，いわゆる IB科目Jを重く
扱っているのに対して，入試準備から比較的に自由な単位制高校がし、わゆる In科目」を軽く
扱っているのが対照的である。
(d) 総合学習的科目の扱い
今一つの考察点をあげると，上記諸科目中，公民科の「現代社会」と理科の「総合理科」は
その成立事情や学習指導要領の規定から，多分に総合学習的性格と課題解決的方法を具えた科
目であり，生徒の主体的学習力を育成する上で多くの期待が寄せられているが， I現代社会」が
「必修・必修選択」と「自由選択」をあわせて単位制高校で35校，一般高校で17校という高い
開設数になっているのに対して， I総合理科」の開設は，単位制高校で10校しかなく，一般高校
にいたっては l校のみとしみ極端な少なさを示していることである。一般に高校は，総合的，
課題解決的学習になじみが少い傾向があるが， I現代社会」がとも角も取り組まれているのに
対して， I総合理科」が極端に敬遠されているのは，理科が13科目も抱えている条件や，入試に
不向きであるとし、う事情を掛酌しでも，なお問題を残しているといわねばなるまい。
以上3教科を通して単位制高校の教科課程の編成を考察したが，これ以外の考察点として，
表4 iその他の科目の設置例J(校〉
・語学系(中国語5，ロシア語，英会話・課題，英語基礎)
・歴史=社会系(郷土史4，近代日本史，郷土の産業，国際問題，時々問題，社会学概論)
・情報系(情報演習 3，ビジネスソフト，パソコン・ワープロ入門)
-商業系(会計，簿記，産業基礎，オフィスオートメーション〉
-芸術系(芸術演習，工芸，陶芸)
・その他(生活総合技術，手話，作品講読，マナー・エチケット)
学習指導要領が定める各校独自の開設科目(し、わゆる fその抱科目J)についての事例があるか
どうかも問うてみた。表4はその設置偶であるが，秋田東高校の「ロシアj語開設など，地域
性を反映した興味ある事例が含まれている。
(4) 教育課程の運用
(a) 学年制と単{立制
義務教育下にある小・中学校では，同一学齢の児童・生徒が教科，科自を共通に屡修して共
に学び合うこと自体に教育的価値を認め，京則として全克童・生徒を学年末に進級・卒業させ
る「学年制=履修主義jとでも呼ぶべき原理によって，教育課程の編成と運営が行われている。
一方大学で導入されている単位制では，学年制とは異なった原理が接龍する。一つは履修科
巨の学習結果としての単位修得の認定を重読する「修得主義」の原理であり，他の一つは数量
的な単位概念を取り入れて，質的に異なる科居間に等錨僅性を与え，このことにより科呂の自
出選択を積極的に保障していく「選択主義jの原理である。
問題は高等学校にある。学年制と単位制とを併用する高校は，本来再制度の長所を最大限に
生かした教務運営が期待されていたのであるが，現実の高校は「学年制=修得主義j とでもい
うべき硬直した原理に偏り，学年制のもつ履修主義や，単位舗のもつ選択主義の側面が有効に
機能しないまま今日にいたっている。弾力性を欠いた教育課程の運用は多数の中退者を生み出
す一国ともなり，旦つ現代の時代的要求である生徒の個性化，多様化への対応を遅滞させても
いる。単位軒高授はこうした後期中等教育の硬直状況を打破すべく， 88年震から制度化された
もので，学年による教育課程の区分を設けなし北、わゆる無学年制を採用している。その主な特
色を示すと，
-学期の区分?こ従い，入学・卒業できる。
-多様な科目の開設と複数の時間帯や特定時期の授業を提供できる 0
.過去に在需した高校での修得単位を累讃加算できる。
-定=定，定=通などの併習が可能である c
-日曜などの一般の休業日にも授業できる0
.聴講制度など社会人にも開かれている。
といった点で、ある3)
上記の特色が現実の単金制高校でどのように現われているのか，再びアンケート調査の結果
で、探ってみたい。
(b) 震修と修得の扱い
硬置した高校教育課程運用の原因の一つに，履修と修得を一体読する教務内規の存在があ
る。学習指導要領はいくつかの必鯵科目を指定した上，卒業までに修得させる単生数を80単位
以上と定めているに過ぎないが，震修させた科巨の全修得を卒業要件と定めたり，必修科自を
わ豆、震務=必接待科目Jと解したりする学校が未だに多い。文部省自体「各学年の課程の終了
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表 5 震穆と修得〈校)
-すべての必震穆科Eを必ず修得させる 9 
・一部必屡移=必修得だが他はそうでない 8 
・必麗修と必修得を区別して扱う 21 
(N A 3) 
表 6 震修状況〈校〉
・生徒の数だけ時間割りの型がある 18 
・弘~%が独自型だが，佐は一定の型 4 
・独自型もあるが過半数は一定の型 15 
-その也 2 (3学年間は学年制〉
表7 転・編入生の占
める割合〈校〉
・9割以上 l 
. 8書U 1 
・5書U 1 
. 2~4 害U 12 
・1訴以下 18 
o 4 
の認定については，単位制が併用されていることを蕗まえ，弾力的に行なうよう」求めている
がむ単位制高校はこれをどう扱っているだろうか。アンケート結果は「表引のとおりで怠る
が，履修と移得を区別して扱う学校が21校ある点を評揺すべきか，それとも単位制高校をもっ
てしてもなお両者を区別して扱わない学校が 9校もあると読み取るべきか，解釈の分かれると
ころである。
科学年制をとる学校
単金制高校の最大の特徴が無学年制であることから，調査では学年制の有無について質問項
目を設けなかったが，他の項自の記述回答の中に， 3学年間は一種の学年制を導入していると
記されている事例が若干あり，改めてその実態の多様性を痛感させられた。
学年制をとる学校は，科目屡移を生徒の自由選択に在せるわけにはし、かず，荷らかの類型を
設けた上，一部選択を許す措置をとらざるをえないであろう。「表 6Jは各校の履修状況を整理
したものであるが， i生徒の数だけ時間割の型がある」岳由選択型の学校が18校あり，教務処理
にコンピュータが用いられている。
(d) 在需期間
単位の累積加算ができる単位髄高校には，当然ながら転・編入生が多い。 f表 7Jのように，
全生徒に占める転・編入生の割合が 9割を超える学校から，全員が新入生で主められる学校ま
で，その割合は多様である。
前に在籍した高校や大学資務検定で、得た単位数が多いため，わずかの単位震修で卒業できる
生徒が単位制高校に在籍しなければならない最小減の年月は， 6ヵ月が11校， 8ヵ月が l校，
1年が24校， 2年が 1校となっている (NA2)。逆に生徒が在籍できる最大年数は， 5年が 1
校， 6年が18校， 8年が6校としており，残る14校には規定がない。転・編入生に開かれてい
るため，単往制高校を中退生の受血と考える風潮が一般にあるが，いつまでも卒業できずに長
期在籍する生徒や中退生の増加は，単位制高校の』悩みの一つに今なろうとしている。単金制高
校もまた中退生を生み出す学校なので、ある。
(e) 卒業要件
卒業に要する80単位にかなり近い単位を既に有している生徒でも，あと何単位の履修を必要
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表8 単位罰得生十こ求めら
れる最少単生数〈校〉
・6'" 10単位 21 
. 11"'19 8 
・20単位以上 5 
(NA，無効 5) 
害i合〈劃)
校数(校)
表き 入学?こ対する卒業む割合
とするかは，学校により規定が異なる
が， i表 8Jのように 6"'-'10単位とする
学校が過半数ある。中にはその単位制高
校の卒業要件を満たしている(のに前に
在籍した高校で卒業できなかった〉生徒
表10 卒業後の進路状況(人〉
卒業後の進路状況〈学校差辻著しいが単純合計〉
・大学，短大へ進学 268 
-専修学校等へ進学 653 
・就職 1050 
-その他 689 
の入学桔談もあって，単位制高校ならで
はの話題として報告されている。なお入学生に対する卒業生の割合および進路状況は「表9， 
10Jのとおりである。
(5) 生徒の意識に関する考察
生徒が単位制高校を選んだ理出を各校に三つずつ求めて得た田答を，内容;5Uに整理したのが
表1 単位制高校を選んだ理由〈校〉
( 3つ列記)
。履務内容・条件に関するもの
-科言内容に興味がもてる 3 
・科ヨ選択が邑岳〈好きな科目を選べる，自分で時謂割を作成できる) 18 
. 3年間 (80単位)で卒業できる 8 
・無学年制だから〈留年制度がなLう 4 
-単泣加算ができる〈既得単位がし、かせる) 5 
0卒業・進路に関するもの
・卒業資格が鐸られる 6 
・進路tこ合っている 3 
0也校?こ不適正、のもむ
-中退・不登校だったから 8 
・学力不是〔地に行く所がない，止むを得ず) 1 
0校51}こ関するもの
-自由だからく校則が緩やか，校賦が自由) 14 
・f酉牲に合う， f菌性をのばせる) 6 
0生活適合?こ関するもの
・マイペースで学習できる 2 
-仕事と両立できる 5 
・生活時間に遥合ている (5日制だから，午後が自由に度える，
空き詩需を自邑に過ごせるから) 12 
0その他
-経済的事需により 2 
-210 
f表llJである。再種の回答が多い
上位3項巨をとってみると， i科 E
選択が自由であるからj が最も多
く，次いで「校風が自由だからん
「生活時間に適合しているから」と
いう顕になる。学校生活に自分を合
わせるよりは，自分に合わせて学校
生活を送る現代青年の姿が浮上し，
明治以蜂の近代学校における学校と
表12 学習に対する生誌の意識(校)i的かとして作用山る
く0) どちらともいえない
〈一〉マイナスとして作用している
(+) ( 0) 〈一〉 NA 
時間舗の自己編成 26 8 3 4 
異年齢集団の中での学習 20 17 l l 
学級冨定のない中での学習 17 18 3 
生徒の関孫の質的転換がそこにみられる。しかし第4位に「学力不足で他に行くところがない
からj選んだとする回答が続き，地域の学校序列に組み込まれた場合の単位制高校の姿を示し
ている。
「表llJは教師がとらえた生徒の意識であるが，生徒自身の意識を重接調査した新宿山吹高
校のまとめも似たような傾向となっていることを付記しておきた込、5L
また「時間割りの自弓編成Ji異学年集盟の中での学習jおよび待問ごとに生徒が入れ菩わる
ような「学級固定のない中での学習jについて，それが生徒にプラスとして作用しているの
か，マイナスとして作用しているわかについて学校長tからの観察をたずねたところ， i表12Jの
ような結果を得た。いずれもマイナス評留は極めて少なく，とりわけ生徒が主体的に科目選択
できる好ましさは，地の項目の記述回答者翼でも指摘があり，単位髄高校の面白を遺憾なく表し
ている。
(副総括と課題
以上の諸考察点の模略を，未提起資料を構充しながら次に総括する。
同 単位制高校と呼んでも，課程・学科から生徒規模，転・編入生の受け入れ状況，教育課程
とその運用，進路状況にいたるまでの諸点で，学校関の差が著しく，中には一種の学年棋を
とる高校もある。
(b) 教育課程では， i必修・選択必修Jqこ対して f吉出選択」科目の開設を多くするよう努力さ
れており，大学入試に特にとらわれない比較的バランスのとれた科目配置がみられる。生徒
の科自選択を極力許容し，生徒の数だけ時間割の型がある学校も多い。
履務と修得の扱いでは，過半数の学校がこれを亙別して扱っている。
(c) 時間割りの自己編成，生徒各自に応じた学校生活時間の設定，煩演な校員日カミら解放された
告白な校風，異年齢集団の中でむ学習等は，生徒の意識に好ましく扶っており，単位制高校
の魅力となっている。
(d) 生徒の主体的選択を容れる学校としての期待から，中退者や不登校者の受け入れ校として
の期待まで，単位説高校に対する地域の評語もまた多様である。
表13 単位鵠高校の課題
-人員の拡充
・施設，設債の整錆，拡大
・長期欠霜，不登校，単位未修得など長期在籍詩題
.編老人増加への対応
-社会人の受け入れと生産教育の推進
.進路指導の充実
・科巨の充実
・一人一人の把握
・生徒の自己管理力の育成
? ??????
?
-選抜方法の改善 2 
-ガイダンスの撤底
-学習以外の匡での人間教育
.意学力への対忠
・単位棋の題旨の理解のためむ誌報
-単位髄の在り方の検討(単なるフォロウ型から税L，そのよさを積極的に生かす聖へ〉
.許設の課程と単註棋との位置付け
-全日髄への移行を検討
2 
3 
中には既成の学校関格差の序列で，単位制高校に抵位の位量づけを与えた地域もある。
(e) 単位割高校自体がとらえた今後の課題は，上表のとおりで，人員と施設・設慌の充実を望
む声が多いのは，多様な選択の保揮を強化していく上で必然の課題といえよう。
以上多様な課題を抱えながらも，単位制高校がもっ科目の選択性，生徒の主体性，教務運営
上の弾力性等は，学年制を基礎とする一般の高校にも十分に参考となる冨を有しており，今後
の高校改革を誘導する先駆的な役説の一端を担ったものとして高く評価できる。
く付記) この調査研究辻， [j平成5年度科学研究費構助金総合 (A)r教科構成の再編成〈分化と統合)に
関する基礎的謂査研究~ (研究伐表者 柴田義松)の一環として行なったもので，単位割高校に関しては，
矢野搭俊(大薮市立大学)と臣家が共同調査に当たった。
注
1 )文部省[わが国の文教政策J1992年
2)大阪野下全学区から各学亙ごとに 2校ずつ計18校選び，さらに工業高校2技を加えたc 校名は次の
とおりである。西淀)1，池司，吹司，千里，旭，茨田，寝室JI，守口，タ揚丘，虐津，阿倍野，大和
) 1 ，大塚，長野，泉北，泉大津，貝塚，和泉，淀川工，布施工
3) r単位髄高等学校教育規程J昭63.3.31文部令6
4) r高等学校学習指導要領j第 1章，第7款， 3 
5) r東京都立新宿UJ吹高等学校学校案内JVo12-r入学の動機j
れ3
-日本カリキュラム学会94年度文部省科研費研究調査...・H ・. 
単位制高校に関する調査 帝塚山短大田原恭蔵:
大阪市大矢野裕俊
(はじめに一一一この調脊結果は，別紙研究同的以外には使用しません。各項のアやイなど
の選択肢は，断りのない限り，一つ選んでOで閤ってくださし、)
校名，課程，学科，生徒数
・貴校名( 立 高等学校)
・課程(該当すべてをO囲しJ ア 定時
制(昼間〉 イ 定時制(夜間) ウ 通信制 ニL そのf庇
2 
3 
・学科(該当すべてをO囲L、〉
ア普通科
イ 持通科以外(学科名
-単位制をとる課税の生徒総数 ( )名
-上記生徒総数のうち，他の高校から転・編入した者の割合( ) % 
(不明の場合は，凡その見当でお書きください〉
住籍，単位
・生徒は貴校で最大限何年間在籍できますか。 ア( )年間，イ 制限規定なし
-他校で単位の一部を修得した粧・編入生は，卒業までに最少限どれくらいの期間賞校
に在籍しなければなりませんか。( )年間 tまたは( )ヵ月]
・卒業に必要な単位は80単位が一般的ですが，既得の単位をもった転・編入生が貴校で
修得しなければならない最少の単位数はいくらですか。( )単位
教育課模
・新指導要領による「地・股JI公民Jおよび「理科」の科目のうち，必履修科目にはO
印を， Iどちらかーっとりなさしりといったような選択必履修科目にはム印を自由選
択科目には×印を付してください。(開講されていない科目は空白のまま)
〔地・歴]公民]
世界史A () 日本史B () 現代社会 ( 
世界史日 ( ) 地理A () 倫理 ( 
日本史A () 地理B () 政治・終済(
t理科]
総合理科
物理 IA
物理 IB
物期日
)化学 IA
)化学 IB
)化学H
)生物 IA
)生物 IA
)生物1
-履修と修得の関係はどうなっていますか。
)地学 IA
)地学 IB
〉地学H
ア すべての必履修科Hは，必ず修得しなければならない
イ 一部の必股修科目は必修得であるが，他はそうでないものもある
ウ 全体として必履修と必修得とを区別して扱っている
・学宵指導要領に示されていない教科・科目が置かれていますか。
ア 置かれている (例
イ 置かれていない
-科目臆修について，…般的な説明会の他に，個別の履修ガイダ、ンスを行なっています
か。
ア 行なっている
イ 行なっていない
-生徒の履修状況は，次のどの型に近いですか。
ア 端的にいって，生徒の数だけ時間割のパターンがある
イ
ウ
12"'23程度は独自の時間割のようであるが，他は一定のパタ…ンである
独自の時間割は若干あるが，過半数は一定のパターンとなっている
エ l二記以外の腿修状況である(
-年度差はありますが，入学生のうち，凡そ何割程度の牛悶徒が卒業しますか。
凡そ( )割棋度
4 特別活動の状況
資校では，特別活動はどのように士夫されていますか，また，参加状況はいかがです
か。以下の4領域別に，部や( )については記述で:お答えください。
ア HR活動
イ 生徒会活動
生徒の意識について
・生徒が単位制高校を選んだ理出合，多いと思われるIi闘に 3つお書きください。
( )( )( ) 
・次の事項は，生徒の意識にどのように作用していると忠われますか。
6 
ウー 1 クラブ活動の実施形態
必修クラブ活動の形で行なっている
クラブ活動と部活動とを連動さぜて行なっている
部活動中心に行なっている
a 
b 
??
?
?? ?
、
?????????
?
??????????
?
?
???ー
???
?
???
? 、
????
???
c 
ウ… 2 活動状況
かなり活発に行なわれている
普通どおり行なわれている
やや活発性を欠くがf口!とか行なわれている
a 
b 
3 2 l 時間割の自己編成(a) 
3 
3 2 回定した学級制をとらない集団での学習
???
卒業後の進路状況
-今春 (H6年3月)の卒業生の進路状況についてお知らせくださいο
ア 大学・短大へ進学した者 ( )人
専修学校等へ進学した者 ( )人
就職(家業合合む〉した者 ( )人
その他の者 ( )人
7 
参加者が少ないこともある
参加者が少ないこともある
イ
ウ参加者が少ないこともある
ニL
ニt:.
地域の中学校の単位制高校に対寸る反応はし、かがで‘すか。8 参加者‘が少ないこともあるエ巳.
学校行事の実施と参加状況
津見などの野外活動的行事
行なっている イ 行なっていなレ
(アの場合)→ ウ 参加者が多い
文化祭などの学芸的行事
ア行なっている イ 行なっていない
(アの場合〕→ ウ 参加者が多い
体育祭などの体育的行事
ア行なっている イ 行なっ七いない
(アの場合)→ ウ 参加者が多い
修学旅行などの宿泊的行事
ア行なっている イ行なっていない
(アの場合)→ ウ 参加者が多い
勤労生成・奉仕的行事
ア行なっている イ 行なっていない
(アの場合)→ ウ 参加者が多い
c 
2 輿年令集団での学習
??コニ
?
?
ニ工L
ニι
b 
よ込
c 
d 
e 
生徒指導について
・一般校で時にみられるような喫煙などの指導や学習秩序を維持?るための指導につ
いて，労)Jを安しますかの
一般校同様の労力を要する
若干の労力合要するが，さして問閣ではない
殆ど労力を要しない
「単位制高校ならではの話題Jがありましたらお教えください。
今後の課頴についてお書きください。
9 委主加者が少ないこともあるコニ
5 
10 
ありがとうございました。結果については，報告集ができ次第お送りいたします。。
???
